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与謝野町議会　　  基本条例を制定  基本条例を制定
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与謝野町議会　　  基本条例を制定与謝野町議会　　
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議会懇談会を開催議会懇談会を開催

3月3日開催

与謝野町議会

加悦地域公民館

　議会運営について信頼を得るため
最善を尽くした経過を示してほしい。
議員は地域の区長と違うのでそのこ
とを自覚してほしい。質疑の詰めが
甘い。問題がどこにあるのか徹底し
て突きつめる姿勢が大切だ。

議会に対する意見

　議会懇談会に女性の
参加を求めて開催すべ
きである。

　町の振興商品券
を購入したい人が、
購入できない状況
である。多くの人
に回る仕組みを考
えられたい。

　個人情報を余
りにも秘

ひ と く

匿しす
ぎている。助け
合いが必要な時
のための情報面
で一考を要する。

　有害鳥獣対策に、
避妊薬の対応が考え
られないか。
　防護柵の３割負担
の軽減ができないか。
　網ばかりでなく檻
の設置を望む。

　空き家は、今後大きな社
会問題となると思う、環境
面からも地域の協力を得る
ための条例づくりが必要で
は。

　高齢者宅の除雪、屋根
や玄関の除雪が地域の人
や、消防に依頼しがたい
状況なので、金銭的な手
助けができないか。

　加悦中学校に太陽光発電
が計画されているが、設置
は疑問に思う。
　クアハウスに設置されて
いるが、活用できていない。

行政に対する意見
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3 月 10 日開催

3月 17 日開催

野田川わーくぱる

岩滝知遊館

　質問時間が短いので途中で終わ
るようなことがある。
　会派の質問があっても良いので
は。自席での質問答弁にしたら、
移動しなくても良いので時間の短
縮になるのでは。

　テレビを意識した質疑
が良いのでは。ひな壇の
氏名がわからない。
　何の質問かわからない
ので、もっとテロップを
ながせばよいのでは。

　与謝野町議会はよく
働いている。
　議員の個人懇談会も
必要では。その手当も
出したらよい。

町道の除雪の仕方が
悪く、救急車や消防
車などが走りにくい。

　懇談会の場を持っ
ていただくことは良
いことだが、多くの
参加があるように対
応しておかれたら良
かったのでは。

　議員が少なくなるのは
困るので、法定数にもど
しても良いのでは。
　議員を減らし、報酬を
減らせば財政が良くなる
ということはない。

　議会アンケートで議会の活動
がわからないという人が多いの
に、報酬や議員数が多いという
のはおかしい。

　議会人は現場型
で町民との対話・会
話が必要なのでは。

　懇談会を録画でも結構
なのでオープンにしてい
ただきたい。
　懇談会は、財政・庁舎
問題などテーマを絞って
やられたら、関心のある
方が来られるのでは。
懇談会は非常に有意義で
いいと思いますので、途
中でやめずにやってくだ
さい。

　庁舎・学校問題は大事である。町
長は福祉を一生懸命やっているのは
結構だが、産業の活性化を忘れてい
るのではないか。

庁舎問題は早く片
付けて、未来を担
う子どもたちのた
めに力を注げ。

　議会中継を見ていると、歯がゆい質疑応答が
されている。議員と理事者がかみ合わないこと
がよくある。びしっとした追及がされていない。
　昨年の新聞報道の健康保険の過徴収の問題で
は議会の追及が甘かった。議会でチェックをし
てもらわないと町民は安心して暮らせない。
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　めざして　防災対策に重点　
　　　　　　　　　　　　全員賛成で可決

主な内容

３
月
定
例
会
の
よ
う
す
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平成 2 ４年
３月定例会  安心安全な街づくりを　　

　　　総額１１２億２６４０万円　　　　

一般会計予算一般会計予算

ど
う
活
か
し
繋
げ
る
か

町
民
の
暮
ら
し
を
向
上

賛
成
討
論

大
き
な
確
信
で
運
営
を

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

　特別会計・企業会計の内訳
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運
転
免
許
返
納
に
支
援

ゼ
ロ
予
算
事
業
の
立
案

予
算
査
定
の
あ
り
か
た

予
算
編
成
の
主
眼
は

　６５
歳
未
満
の
希
望
者
も

民
間
の
バ
ス
は
ど
う
す
る

簱
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支
え
合
う
地
域
協
議
会

避
難
地
に
海
抜
看
板
設
置

地
方
交
付
税
は
増
え
る
か

電
源
地
域
負
担
金

震
災
ガ
レ
キ
の
安
全
対
策

な
ぜ
増
額
の
予
算
に

簱

想
定
外
の
想
定
を
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阿
蘇
霊
照
苑
の
運
営
は

地
域
雇
用
創
造
事
業
を

Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
地
域
の
足

火
葬
の
受
入
可
否
を
明
文
化

火
葬
場
の
町
外
利
用
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阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
活
用
は

猟
期
に
も
処
理
費
用
を

都
市
機
能
用
地
に
つ
い
て

産
業
振
興
貸
付
事
業

岩
滝
大
名
行
列
の
継
承
は

簱
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企
業
立
地
推
進
事
業

受
信
端
末
機
の
配
置
を

防
犯
灯
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
を

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
実
施



13

自
立
支
援
法
終
わ
る

手
厚
い
支
援
充
実
を

や
す
ら
の
里
の
入
居
費
用
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
Ｐ
Ｒ
を

町
の
財
政
負
担
が
軽
減
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中小企業振興基本条例を制定

国
の
制
約
の
も
と
具
体
化

今
後
に
ど
う
活
す
か

若
い
経
営
者
に
期
待

具
体
的
に
ど
う
広
め
る
か

町
長
の
決
意
を
聞
く
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塩
見　

晋

野
村
生
八

待
ち
に
待
っ
た
条
例

経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

防
災
減
災
の
備
え
に
増
税

ム
ダ
や
不
公
平
な
税
制

学校給食の安全は
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23
年
度
一
般
会
計
補
正
８
号

国
庫
補
助
が
ま
た
減
っ
た

国
保
税
の
引
上
げ
反
対

与
謝
の
海
が
付
属
病
院
化

地
震
に
よ
る
建
物
崩
壊

子
ど
も
手
当
か
ら
徴
収
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対
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簱

役
割
終
了
施
設
の
見
直
し

指
定
管
理
者
制
度
を
問
う

な
ぜ
非
営
利
施
設
な
の
か
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一般質問一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ

Ａ 

介護老人保健施設「リハ・ヴィラなぎさ苑」

塩見　晋

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
12
年
が

経
過
し
、
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
の

高
齢
者
福
祉
計
画
で
変
わ
る
こ
と
は
何
か
。

１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
12
％

の
上
昇
と
な
る
主
な
要
因
は
。

第
４
期
の
介
護
保
険
料
は
近
隣
の
市

町
の
な
か
で
一
番
高
額
で
あ
り
な
が

ら
、
基
金
残
高
は
８
２
５
９
万
円
も
あ
る
。
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和田裕之

Ｑ

Ａ

介護施設ひまわり

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
、
い
わ

ゆ
る
総
合
事
業
の
導
入
は
、
自
治
体

判
断
で
あ
る
。

　

こ
の
総
合
事
業
は
軽
度
者
を
切
り
捨
て
、

要
支
援
１
、２
の
人
を
安
上
が
り
サ
ー
ビ
ス

に
置
き
換
え
る
国
の
制
度
で
あ
る
。
当
町
は

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
と
い
う

観
点
で
、「
総
合
事
業
」
を
導
入
せ
ず
、
真

に
高
齢
者
を
支
え
る
方
針
を
出
す
べ
き
。

　

Ｑ

Ａ

障害者就労施設（算所）

伊藤幸男

障
害
者
で
あ
れ
健
常
者
で
あ
れ
、
人

間
は
誰
で
も
個
性
と
素
晴
ら
し
い
能

力
、
可
能
性
を
秘
め
、
人
間
と
し
て
生
き
る

権
利
を
持
っ
て
お
り
、
地
域
で
生
き
て
い
け

る
社
会
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
障
害
者

権
利
条
約
が
６
年
前
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

１
１
０
カ
国
が
批
准
し
世
界
の
流
れ
に
な
っ

て
い
る
。
国
内
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
応
益
負
担
が
違
憲
で
あ
る
と
し
て
全
国
で

訴
訟
が
起
き
、
国
民
的
な
世
論
の
下
で
、
政

府
と
和
解
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
合
意
に
基
づ

き
障
害
者
総
合
福
祉
法
案
＝
骨
格
提
言
が
で

き
た
が
、
政
府
は
こ
れ
を
反
故
に
し
た
。
町

で
は
障
害
者
計
画
が
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

戦
争
遺
跡
の
保
存

財
本
町
で
は
非
核
宣
言
を
行
っ
て
い

る
。
大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
の
煙
突

を
戦
争
遺
跡
に
し
、
町
と
し
て
保
存
す
べ
き

で
は
。　

財
政
安
定
化
基
金
、
介
護
保
険
事
業

基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険
料
引
き
下

げ
に
当
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。



21

Ｑ

庁舎内の防災訓練

Ａ

浪江郁雄

東
日
本
大
震
災
後
、
遠
隔
地
の
市
町

村
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
前
に
締
結
し
て
い
た
協
定
を

具
体
化
し
た
り
、
新
た
な
締
結
先
を
模
索
し

た
り
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

災
害
時
、
災
害
情
報
発
信
を
確
保
す

る
た
め
、
遠
隔
地
の
自
治
体
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
代
理
掲
載
し
て
も
ら
う
仕
組
み

は
震
災
で
得
た
教
訓
の
一
つ
だ
が
。

震
災
と
原
発
事
故
で
は
、
役
場
機
能

が
失
わ
れ
、
移
転
を
強
い
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
協
定
に
庁
舎
機
能
移
転
協
定
を
加

え
た
自
治
体
が
あ
る
。

Ｑ

Ａ

多くの住民が参加した防災訓練（岩滝地域）

糸井満雄

東
日
本
大
震
災
か
ら
多
く
の
教
訓
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
防
災
対
策
の
問

題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
本
町
の
津

波
対
策
は
無
計
画
で
あ
り
、
加
え
て
原
子
力

対
策
も
迫
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。従
っ
て
、

こ
の
２
つ
の
対
策
に
対
し
、
迅
速
か
つ
緊
急

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
防
災
教
育
の
推
進
は

災
害
時
に
児
童
や
生
徒
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
防
災
教
育
を
推
進
す
る

考
え
は
。
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Ｑ
Ａ 

空き家が目立つ

谷口忠弘

人
口
が
減
れ
ば
、
１
人
当
り
の
交
付

税
は
ど
れ
く
ら
い
減
収
と
な
る
の

か
。

人
口
減
少
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
町
の

活
力
を
失
う
が
。

自
然
要
因
、
社
会
要
因
な
ど
で
年
間

約
３
０
０
人
毎
年
減
少
し
て
い
る
。

具
体
的
対
策
と
し
て
雇
用
の
場
の
確
保
や
、

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
へ
の
空
き
家
対
策
、

未
婚
率
の
減
少
な
ど
が
あ
る
が
。

全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
る
が
、
当
町

も
未
婚
率
が
高
い
。
婚
活
な
ど
町
で

も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
。

空
き
家
は
定
住
促
進
や
防
犯
上
で

も
、
そ
の
情
報
収
集
は
欠
か
せ
な
い

と
思
う
が
。

新
し
い
雇
用
の
場
を
作
る
こ
と
は
大

事
だ
が
、
失
業
者
を
出
さ
な
い
こ
と

も
必
要
。
町
内
誘
致
企
業
の
現
状
は
。

Ｑ

Ａ

野村生八

誘致企業の取り組みは

こ
の
条
例
の
意
義
と
先
進
性
は
何

か
。

公
契
約
条
例
の
制
定

地
元
企
業
の
成
長
、
町
民
の
雇
用
環

境
の
安
定
の
た
め
に
ぜ
ひ
制
定
を
。

入
札
制
度
の
改
善

除
雪
や
防
災
な
ど
の
協
力
体
制
を
反

映
し
た
落
札
制
度
、
最
低
制
限
価
格

の
引
き
上
げ
、
地
元
業
者
の
発
注
を
増
や
す

よ
う
一
層
の
改
善
を
。
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Ｑ

Ａ

民家に迫る山崩れ

小林庸夫

幾
地
地
内
の
海
老
川
上
流
の
山
崩
れ

現
場
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
被
っ
て

の
応
急
処
置
の
ま
ま
。
民
地
ゆ
え
こ
れ
以
上

は
で
き
な
い
と
の
京
都
府
の
弁
を
聞
く
。

　

し
か
し
複
数
戸
の
民
家
の
裏
山
で
あ
り
、

再
び
台
風
雨
な
ど
で
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る

状
態
。
個
人
で
は
費
用
面
か
ら
対
応
困
難
な

た
め
解
決
方
法
を
問
う
。

市
町
村
に
社
員
派
遣

地
域
活
性
化
の
た
め
、
大
手
企
業
の

若
手
社
員
の
派
遣
事
業
と
い
う
企
画

あ
る
が
。

Ｑ
Ａ

期待される職員（加悦庁舎）

　田博文

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
時
代
が
求

め
る
職
員
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
の

か
が
町
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

自
ら
地
域
の
課
題
を
考
え
解
決
し
て
い
く

こ
と
、
前
例
の
な
い
こ
と
や
発
想
・
考
え
方

を
根
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
。

　

職
員
教
育
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
。

地
域
の
光
を
示
す
観
光
に

観
光
の
意
義
や
地
域
の
活
か
し
方
を

考
え
る
だ
け
で
な
く
、
実
行
し
な
け

れ
ば
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

　

生
き
が
い
や
癒
し
へ
の
思
い
が
高
ま
り
、

観
光
へ
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
て
３
年

が
経
過
し
た
。
推
進
は
で
き
る
の
か
。
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Ｑ
Ａ

家城　功

Ｑ
Ａ

リサイクルショップ（ネット上）有害獣対策にテキサスゲートの活用

籏 　毅

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
物
を
持
ち
寄

っ
て
、
必
要
と
す
る
人
が
持
ち
帰
る

お
店
（
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
）
が
隣
の
伊
根

町
も
含
め
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
評
判

も
良
い
。
環
境
面
で
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
当
町
で

も
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
。

入
札
制
度
見
直
し
を

当
町
に
お
け
る
公
共
工
事
の
入
札
結

果
は
、
大
半
が
最
低
制
限
価
格
で
の

く
じ
引
き
に
よ
る
契
約
で
あ
る
。
入
札
制
度

に
つ
い
て
は
改
善
す
べ
き
点
が
非
常
に
多
い

と
感
じ
て
い
る
が
。

シ
カ
や
猪
の
侵
入
を
防
ぐ
、
フ
ェ
ン

ス
も
道
路
や
河
川
が
あ
る
と
無
防
備

に
等
し
い
。
ヒ
ヅ
メ
を
も
つ
偶ぐ

う
て
い蹄
類
が
通
れ

ず
、
車
や
人
は
自
由
に
往
来
で
き
る
「
テ
キ

サ
ス
ゲ
ー
ト
」は
難な

ん
じ
ゅ
ん
き
ひ

馴
忌
避
技
術
を
応
用
し
、

農
水
省
で
も
研
究
さ
れ
設
置
が
進
み
、
丹
後

碇
高
原
牧
場
で
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
元

で
も
２
線
の
候
補
地
も
あ
り
、
実
証
実
験
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。　

事
業
所
表
示
制
度
の
導
入
を

消
防
団
員
の
大
半
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
の
時
代
に
な
り
、
事
業
所
の
協

力
は
欠
か
せ
な
い
。
事
業
所
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の

制
度
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
メ
リ

ッ
ト
を
付
け
る
こ
と
も
併
せ
て
積
極
的
な
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。



25

Ｑ
Ａ

杉上忠義

加悦ちりめん街道

Ｑ

Ａ

新年度当初予算書

山添藤真

厳
し
い
財
政
状
況
か
つ
現
場
か
ら
の

膨
大
な
要
求
が
あ
る
な
か
で
は
、
削

減
を
主
と
し
た
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。
予
算
編
成
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
た
め
に
、
枠
配
分
予
算
方
式
の
導

入
も
視
野
に
い
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
方
式
は
、
年
度
に
見
込
ま
れ
る
一

般
財
源
の
予
算
枠
を
あ
ら
か
じ
め
各
課
に
配

分
し
、
そ
の
範
囲
内
で
各
課
が
歳
入
歳
出
の

予
算
を
編
成
し
予
算
要
求
を
行
え
ば
、
原
則

と
し
て
個
別
事
務
事
業
の
査
定
は
行
わ
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

町
民
が
自
治
の
主
体
と
な
っ
て
、
町

民
自
治
の
ま
ち
を
実
現
す
る
に
は

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と
「
議
会
基
本

条
例
」
の
２
つ
の
条
例
が
揃
う
こ
と
が
重

要
。
町
民
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
に
な

る
「
新
し
い
公
共
」
と
い
う
概
念
が
活
き
る

地
域
社
会
を
創
っ
て
い
く
観
点
か
ら
も
、
こ

の
条
例
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

少
子
化
社
会
の
学
校
教
育

情
報
化
、
効
率
化
、
大
型
化
は
時
代

の
趨
勢
で
あ
る
が
、
最
近
変
化
し
て

き
た
。
行
き
過
ぎ
た
市
場
原
理
は
地
域
の
文

化
ま
で
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
教
育
委
員
会
の

独
立
性
の
確
保
が
重
要
だ
。

　

本
町
小
学
校
の
卒
業
生
２
６
１
人
で
、
４

月
入
学
生
１
８
６
人
と
約
３
割
減
と
な
る

が
、「
効
率
」
を
度
外
視
し
て
、
ま
ず
地
域

社
会
の
中
に
「
学
校
」
を
取
り
戻
し
て
か
ら
、

学
校
の
編
成
、か
た
ち
を
考
え
る
べ
き
だ
が

同
窓
会
活
動
事
業
支
援
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
支
援
を
ひ
と
つ
の
事

業
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
だ
。

そ
れ
に
は
同
窓
会
名
簿
が
活
動
の
基
盤
と
な

る
。
作
成
状
況
は
。
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Ｑ
Ａ

地域バスの活用に 200 円化を

有吉　正

１
路
線
２
０
０
円
バ
ス
は
京
丹
後

市
で
始
ま
り
、
住
民
に
喜
ば
れ
行

政
負
担
も
軽
く
な
っ
た
と
聞
く
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の

２
０
１
１
年
度
の
赤
字
も
過
去
最
高
８
億

円
と
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
。
地
域
バ
ス
の
利

用
者
増
が
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
促
進
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

木﨑良子さん

全庁舎に掲げられた祝幕
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町
議
会
議
員
ま
た
は
教
育
委
員
会
委
員

長
と
し
て
12
年
以
上
在
職
し
、
そ
の
功
労

が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
、
自
治
功
労
者
と

し
て
太
田
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

３
月
28
日　

議
場
に
於
い
て

　

与
謝
野
町
自
治
功
労
者
表
彰

白杉直久教育委員長 糸井満雄議員
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請願審査　請願者から意見を聞く

総合福祉法の請願審査
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〜
24
年
３
月
19
日

簡
易
水
道
会
計
の
課
題

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

意
見
書
を
求
め
る
請
願
審
査

審査中の第１分科会

ＴＰＰの請願審査　

請
願
取
り
下
げ
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振
興
協
会
分
配
金
を
安
定
化
基
金
に

反
対

賛
成

野
村
生
八

和
田
裕
之

有
吉　

正

杉
上
忠
義

塩
見　

晋

宮
﨑
有
平

伊
藤
幸
男

浪
江
郁
雄

家
城　

功

山
添
藤
真

小
林
庸
夫

多
田
正
成

赤
松
孝
一

糸
井
滿
雄 毅

田

文

谷
口
忠
弘

井
田
義
之

国民健康保険税
条例の改正 14：3 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

ＴＰＰ参加反対
の意見書を求め
る請願

15：1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ―

ＴＰＰ協定交渉
への参加に抗議
する意見書

15：1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ―

３３月定例会  賛否一覧月定例会  賛否一覧
○印は賛成　×印は反対　
（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

賛否の分かれた議案のみ掲載



31

予
算･

条
例
原
案
可
決

予
算･

条
例
原
案
可
決

24
年
度
予
算

新
年
度
か
ら
法
人
関
係
税

23
年
度
徴
収
実
績

24
年
度
与
謝
野
町
負
担
金

防
災
備
蓄
倉
庫
の
実
施
設
計

委
託
料

加
悦
谷
分
署
に

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

与
謝
野
町
収
納
率
22・
７
％

新しい消防車（加悦谷分署）

学
校
給
食
に
関
す
る
事
務
の
委
託
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